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１．緒 言 

現在の発電方法は石油や天然ガス等の有限資

源に依存しており、残り数十年で枯渇する恐れが

ある。この問題を解決するために自然エネルギー

を用いた発電が注目されている。本研究ではその

1 つである太陽光発電に注目している。日本にお

ける 1 日あたりの日射量は 6[kWh/m2]に及び[1]、こ

れらは太陽電池の発電において非常に有効であ

る。一般家庭の 1 日の消費電力量は約 10[kWh]と
なっている[2]。一方、住宅用太陽光発電を導入し

ている一般家屋の平均設備容量は 4[kW]に及ぶ
[3]。 
太陽電池の発電量をさらに増加させるための手

段として太陽電池の受光面を太陽の鉛直に追従さ

せる方法がある。先行研究によって、水平に設置さ

れた太陽電池と追尾式太陽電池の終日発電電力

量を比較した結果、63[%]の増加が得られた。しか

し、日本に設置されている太陽電池は南向きに傾

斜 30°で屋根に固定設置されているのが主流で

ある。屋根に設置されている太陽電池に追尾装置

を追加するには装置の体積を最小限にする必要

がある。そのために追尾装置の動作範囲に制限を

設ける。 
先行研究では、高度角の動作範囲を 55[%]に制

限した場合、太陽高度が低い時間帯は発電の低

下が顕著になり、発電電力量が 11[%]低下すること

が確認された。本研究では計測システムの信頼性

向上のための改良と、太陽光追尾装置の方位角

の動作範囲と発電電力を計測し、その相関を明ら

かにする。 
２．発電計測システム 

 
 

 

 

 

 

 

図 1 発電計測システム 

本システムの固定式太陽電池は一般家屋に設

置される場合と同様に南向きに 30°傾斜させて設

置する。また、電圧と電流の計測、追尾装置の制

御にはマイコンを用い、制御プログラムには

LabVIEW を用いている。太陽電池の動作点は接

続される負荷や天候に左右されるので太陽電池を

最大電力点で動作させる(Maximum Power Point 
Tracker :MPPT)を設けた。また、長期計測での

Xbee による遠隔計測機能の付与するとともに、

MPPT 遮断回路やバッテリの過充電を防止する放

電回路を追加した。 
 
３.終日発電試験 

 
図 2 発電試験 

 

 
図 3 追尾装置の動作結果 

 
図 2 に発電試験の結果を示す。発電電力比を

確認すると太陽の高度が低い場合、発電電力が向

上していることが確認された。一方、太陽の高度が

高い場合は変化が見られなかった。また、固定設

置されたパネルと追尾式の発電量を比較した結果、

追尾式の方が約 16[%]の電力増加が得られた。 
４．結 言 

今後、方位角に動作範囲を加えて方位角と発電

電力の相関を明らかにし、方位角制限と高度角制

限、どちらが発電電力に影響を及ぼしていくか検

討を続けていく。その結果を適用し追尾装置の最

適動作範囲を決定した上で家屋の屋根に設置で

きる太陽光追尾システムの開発を課題とする。 
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